
蛭
子
命
漂
着
の
地

え
び
す
神
の
漂
着
を

再
現
す
る
火
渡
神
事

日
本
で
一
番
古
い

え
び
す
神
社

義
経
休
息
の
地

川
の
な
い
橋

ひ
る
こ
の
み
こ
と

東
郷
平
八
郎
が

謹
書
し
た
記
念
碑

情
景
豊
か
な
四
季
を

織
り
成
す
哲
学
の
道

お
薦
め
お
散
歩
コ
ー
ス

五色の石 ［C-2］ 石津太神社発祥の地（いわつたじんじゃはっしょうのち） ［B-2］横寝地蔵 ［C-2］

やっさいほっさい

東宮殿下行啓記念碑 ［C-3］諏訪神社遥拝所 ［C-3］薬師堂 ［C-3］ 三光松の石標 ［B-3］

昭
和
天
皇
御
休
息
の
地

浜
寺
の
地
名

船
尾
丘
陵
北
端
に

古
代
集
落
跡

四
ツ
池
遺
跡

１
０
０
年
の
歴
史
を

誇
る
駅
舎

線
路
沿
い
の
お
散
歩
コ
ー
ス

鳳小壁画 ［C-4］

美波比神社（みはひじんじゃ） ［D-4］

プロムナード ［B-3］ 浜寺公園駅舎［国登録有形文化財］ ［B-4］

　
日
本
武
尊
の
魂
が

白
鳥
と
な
っ
て

こ
の
地
に
降
り
た

鳳小学校創立120周年記念に造られた

義経腰かけ石 ［D-3］万年橋 ［D-3］歯痛地蔵 ［C-5］

日
本
で
３
番
目
の

巨
大
前
方
後
円
墳

日
本
で
３
番
目
の

巨
大
前
方
後
円
墳

履中天皇陵古墳
 ［E-2］

霞ヶ丘公園 ［D-2］

守屋池 ［E-3］向ヶ丘八幡宮 ［F-3］

上
町
台
地
の
南
端
に
位

置
し
、昭
和
四
年
の
阪
和

電
鉄
開
通
後
は
、芦
屋
、帝

塚
山
、浜
寺
と
並
び
船
場

商
人
達
の
邸
宅
を
中
心
に

良
好
な
住
宅
地
と
し
て
今

に
至
っ
て
い
る
。

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ

る
履
中
天
皇
陵（
耳
原
南

陵
）は
、三
帝
陵
の一つ
で
も

あ
り
、周
辺
の
遊
歩
道
は

景
色
が
大
変
美
し
い
も
の

で
あ
る
。ま
た
、現
在
は
住

宅
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、大
塚
山
古
墳（
上
野
芝

四
丁
公
園
）は
昭
和
三
〇

年
頃
に
三
笠
宮
殿
下
御
一

行
が
視
察
に
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
、か
つ
て
上

野
芝
に
多
く
の
帝
陵
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

近
年
の
上
野
芝
校
区
は
、昭
和
五
八
年
の
上
野
芝

駅
東
側
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
で
き
た
こ
と
を
機
に
、大
規

模
な
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
、人

口
も
増
加
傾
向
に

あ
る
。先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
史
跡

や
文
化
財
の
継
承

に
校
区
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

上
町
台
地
の
南
端
に
位

置
し
、昭
和
四
年
の
阪
和

電
鉄
開
通
後
は
、芦
屋
、帝

塚
山
、浜
寺
と
並
び
船
場

商
人
達
の
邸
宅
を
中
心
に

良
好
な
住
宅
地
と
し
て
今

に
至
っ
て
い
る
。

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ

る
履
中
天
皇
陵（
耳
原
南

陵
）は
、三
帝
陵
の一つ
で
も

あ
り
、周
辺
の
遊
歩
道
は

景
色
が
大
変
美
し
い
も
の

で
あ
る
。ま
た
、現
在
は
住

宅
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、大
塚
山
古
墳（
上
野
芝

四
丁
公
園
）は
昭
和
三
〇

年
頃
に
三
笠
宮
殿
下
御
一

行
が
視
察
に
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
、か
つ
て
上

野
芝
に
多
く
の
帝
陵
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

近
年
の
上
野
芝
校
区
は
、昭
和
五
八
年
の
上
野
芝

駅
東
側
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
で
き
た
こ
と
を
機
に
、大
規

模
な
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
、人

口
も
増
加
傾
向
に

あ
る
。先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
史
跡

や
文
化
財
の
継
承

に
校
区
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

昭
和
五
年
に
阪
和
電
鉄
に
よ
り
上
野
芝
駅
南
側

に
開
発
さ
れ
、閑
静
な
住
宅
街
が
建
ち
並
ん
で
い

る
。ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
は
月
見
橋
と
守
屋
池

が
あ
る
。月
見
橋
は
駅
か
ら
向
ヶ
丘
に
向
か
う
玄
関

口
と
言
え
る
位
置
に
あ
り
、昔
は
両
側
に
歩
道
が
あ

り
、桜
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。花
見
の
季
節
や
夏
の

夜
の
花
火
な
ど
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

守
屋
池
は
町
の

中
心
に
あ
り
、も
と

は
農
業
用
灌
漑
用

水
池
で
あ
っ
た
。守

屋
の
名
は
、家
原
寺

に
か
つ
て
三
六
支

坊
が
あ
り
、こ
の
支

坊
の一つ
の
名
に
由

来
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

向
ヶ
丘
八
幡
宮
は
百
舌
鳥
八
幡
宮
よ
り
分
社
さ

れ
、初
詣
や
秋
祭
り
は
地
域
の
人
達
で
賑
わ
う
。

文
珠
塚
古
墳
は

百
済
川
左
岸
の
台

地
上
に
位
置
す
る

前
方
後
円
墳
で
、か

つ
て
調
査
に
よ
り
須

恵
質
の
円
筒
埴
輪

片
が
発
掘
さ
れ
た
。

西
区
の
東
南
に
位
置

し
、か
つ
て
は
雑
木
林

や
竹
藪
の
中
に
た
め
池

が
点
在
す
る
、な
だ
ら

か
な
丘
陵
地
帯
で
、狐・

狸
・
兎
も
見
ら
れ
る
自

然
豊
か
な
地
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
〇
年
代
の
旧
住

宅
公
団
の
宅
地
開
発
や

高
層
集
合
住
宅
の
建

設
、昭
和
四
〇
年
代
前

半
の
泉
北
二
号
線
の
開

通
に
よ
り
、急
速
な
都

市
化
が
進
み
様
相
が
一

変
し
、高
度
成
長
期
に

現
在
の
市
街
地
と
な
っ

た
が
、新
住
宅
地
の
中

に
八
田
荘
村
時
代
の
旧

家
も
残
り
、の
ど
か
な

雰
囲
気
を
今
に
残
し
て

い
る
。

平
岡
の
歴
史
は
古

く
、小
倉
百
人
一
首
五

六
番
に「
あ
ら
ざ
ら
む

　此
世
の
外
の

　思

ひ
出
に

　今
ひ
と
た

び
の
逢
ふ
事
も
が
な
」

と
詠
っ
た
中
古
三
十
六

歌
仙
の一人
で
あ
る
和

泉
式
部
の
居
宅
跡・和

泉
式
部
宮
が
あ
る
。

初
夏
の
式
部
祭
、真

夏
の
盆
踊
り
、地
蔵

盆
、年
々
盛
ん
に
な
る

秋
祭
り
と
年
間
行
事

も
し
っ
か
り
と
継
承
さ

れ
て
い
る
。

伊勢路川 ［E-4］円徳寺 ［E-4］地蔵２ ［E-4］地蔵１ ［E-4］和泉式部道標 ［E-4］

名
僧
行
基
が

誕
生
し
た
場
所

お
伊
勢
参
り

見
送
り
の
地

和
泉
式
部
旧
居
跡
へ
の
道

昭
和
三
五
年
頃
よ
り
開
発
が
進
み
、公
団
住
宅
や

戸
建
て
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
街
並
み
が
整
理
さ
れ
た
。

家
原
寺
の
地
名
は
奈
良
時
代
の
名
僧
行
基
が
、

こ
こ
に
建
て
た
家
原
寺
の
寺
名
を
と
っ
て
つ
け
ら

れ
た
。諸

説
あ
る
が
、行
基
が
自
分
の
母
の
家
を
も

と
に
寺
を
建
て
た
こ
と
か
ら
家
原
寺
と
言

わ
れ
て
い
る
。

家
原
大
池
西
側
曲
輪（
く
る
わ
）

跡
に
家
原
城
址
跡
の
碑
が
建
ち
、

そ
こ
か
ら
道
路
を
挟
ん
だ
所
に
家

原
城
堀
跡
で
あ
る
古
城
公
園
が

あ
る
。

三
好
長
慶
の
家
臣
松
永
久
秀
が

力
を
得
て
、三
好
義
継
を
擁
す
る
三

好
三
人
衆
と
対
立
す
る
よ
う
に
な

り
、家
原
城
は
松
永
方
の
和
泉
国
の
侍
た

ち
が
た
て
こ
も
っ
て
い
た
。一五
六
六
年
二
月

松
永
方
は
城
を
出
て
上
之
芝（
現
在
の
上
野
芝
）

で
戦
い
、三
好
三
人
衆
の
軍
勢
に
敗
れ
、岸
和
田
城

へ
逃
れ
た
。一五
六
八
年一二
月
に
は
松
永
方
の
寺
町

左
近
将
監・雀
部
治
兵
衛
ら
が
た
て
こ
も
る
家
原
城

が
、三
好
政
康
の
兵
約
五
千
騎
に
攻
め
ら
れ
落
城
す

る
。家
原
城
か
ら
逃
れ
た
人
々
は
、踞
尾
、家
原
に
住

み
着
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

西
区
で
も
広
大
な
面

積
を
誇
る
校
区
で
、そ
の

広
さ
は
甲
子
園
球
場
の

百
個
以
上
と
言
わ
れ
て

い
る
。堺
市
で
五
指
に
入

る
ほ
ど
水
田
が
多
い
地

域
で
、昔
懐
か
し
い
田
園

風
景
と
大
小
約
二
十
の

池
、農
耕
・
穀
物
に
関
す

る
神
を
祀
る
神
社
仏
閣

等
に
溢
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

な
か
で
も
高
僧・行
基

が
開
い
た
と
伝
え
ら
れ

る
も
の
が
多
く
あ
り
、神
社
仏
閣
で
は
太
平
寺
や
行

興
寺
が
挙
げ
ら
れ
、元
禄
池
も
そ
の一つ
と
言
わ
れ
て

い
る
。元
禄
池
の
広
い
水
面
か
ら
は
幻
想
的
な

雰
囲
気
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。ま

た
、原
田
蓮

池（
宮
池
）に
は
二
基

の
石
灯
ろ
う
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ

は
原
田
地
区
内
に
あ
っ

た「
熊
野
神
社
」を
日

部
神
社
に
合
祀
し
た
際
に

村
民
が
朝
夕
手
軽
に
拝
殿

で
き
る
よ
う
日
部
神
社
に

向
け
て
移
設
し
た
も
の
で

あ
る
。現
在
も
町
内
の
集
合

場
所
の
一つ
と
し
て
、親
し

ま
れ
る
一方
で
、校
区
住
民

と
池
と
の
深
い
つ
な
が
り

が
見
て
取
れ
る
。

ま
た
、草
部
の
日
部
神
社

は
地
名
の
由
来
に
な
っ
て
い

る
日
下
部
氏
の
祖
神
を

祀
っ
て
お
り
、本
殿
と
石
灯

ろ
う
は
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。他
に

も
多
く
の
神
社
仏
閣
も
全

て
伝
承
深
い
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。

上
村（
か
む
ら
）は
農
業・箕
作
り
を
副
業
と
し
て
、

わ
ず
か
十
八
戸
の
小
集
落
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、箕

は
聖
徳
太
子
が
四
天
王
寺
を
建
立
す
る
五
九
三
年
頃
、

村
民
の
建
立
時
の
協
力
や
奉
仕
に
対
し
て
、そ
の
製
法

（
太
子
箕
）技
術
を
教
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て「
か
む
ら
」の
地
名
も
、太
子
が
こ
の
地
を
訪

ね
た
際
に
風
光
明
媚
な
こ
の
地
を
賞
賛
さ
れ
、美
し

い
、優
れ
て
い
る
等
の
意
味
の
あ
る
字「
佳
」を
冠
し
て

「
佳
村
」と
称
す
る
に
値

す
る
村
だ
と
し
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
、そ
の

後
、上
様
か
ら
授
か
り

し
も
の
と
し
て
村
の
名

を「
上
村
」と
称
し「
か
む

ら
」と
し
た
の
が
こ
の
村

の
名
の
由
来
と
言
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
村
も一八
四
〇
年

に
は
、家
の
数
も
一四
八

戸
に
増
え
、人
口
六
五

七
人
、牛
十
九
頭
を
所

有
す
る
ま
で
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

福
泉
上
校
区
に
は
、

四
百
年
余
り
の
歴
史
を

持
つ
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
に
属
し
て
い
る
青
陽

山
生
蓮
寺
や
、阿
弥
陀

如
来
を
御
本
尊
、延
命

地
蔵
菩
薩
を
境
内
に
安

置
し
て
い
る
浄
土
宗
浄

明
庵
が
あ
る
。

ま
た
、五
穀
豊
穣
の

感
謝
と
祈
り
を
込
め
て

行
わ
れ
て
い
る
秋
祭
り

に
寄
せ
る
住
民
の
篤
き

思
い
を
込
め
た
上
村
の

鶏
鳴
だ
ん
じ
り
を
模
し

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
設
置

さ
れ
て
い
る
。

忠魂碑とおがたまの木
 ［D-6］

原田蓮池石灯ろう
 ［C-7］

鳳高校 ［C-6］

右近堂六地蔵 ［D-6］

福泉公民館（旧町役場）
 ［D-6］

大山神社（御山古墳）
 ［D-6］

田
園
と

神
社
仏
閣
の
地阿弥陀堂

 ［E-7］
散策路 ［E-6］

鳳
東
町
の一部
、鳳
西

町
、鳳
南
町
か
ら
な
り
、

秋
祭
り
の
際
な
ど
に
は
、北
王
子（
鳳
東
町
）や
野
代

（
鳳
西
町一丁
二
丁
）、新
在
家（
鳳
西
町
三
丁
）、長
承

寺（
鳳
南
町
）と
い
う
古
く
か
ら
の
地
名
が
現
在
も

使
わ
れ
て
い
る
。鳳
南
校
区
は
南
北
に
、歴
史
街
道

「
小
栗
街
道
」や「
熊
野
街
道
」が
縦
断
し
て
い
る
。

ま
た
、こ
の
地
は
古
く
は
熊
野
詣
の
宿
場
と
し
て

人
び
と
で
賑
わ
い
、江
戸
時
代
に
は
紀
州
や
岸
和
田

等
の
大
名
の
参
勤
交
代
の
た
め
の
脇
本
陣
の
あ
る

宿
場
町
で
も
あ
っ
た
。二
体
の
石
幢
は
各
面
に
仏
像

梵
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、右
側
の
石
幢
に
は
十
三
体

の
仏
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。一説
に
は
室
町
時
代
以

前
の
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。左
側
の
石

幢
は
元
禄
時
代
の
も

の
と
言
わ
れ
裏
面

や
側
面
に
道
標
が

刻
ま
れ
て
い
る
。地
蔵

盆
の
時
に
供
え
た
豆

を
食
べ
る
と
歯
痛
が
治

る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
三
年
頃
の
寺
子
屋
、郷
学
校
時
代
を
経
て
、

泉
北
郡
鶴
田
村
か
ら
昭
和一〇
年
の
合
併
で
福
泉
町

に
地
名
が
変
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。更
に
昭

和
三
六
年
堺
市
と
合
併
後
、堺
市
草
部
と
言
う
地

名
に
改
め
ら
れ
た
。古
く
か
ら
田
園
と
山
村
、石
津

川
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
風
景
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
都
市
開
発
が
ス
タ
ー

ト
し
、事
業
団
住
宅
の
建
設
が
は
じ
ま
り
、市
営
住

宅
、府
営
住
宅
や
公
団
住
宅
と
、次
第
に
団
地
と
し

て
高
層
住
宅
の
建
設
が
整
備
さ
れ
入
居
が
は
じ
ま
っ

た
。賑
わ
い
の
あ
る
町
と
し

て
の
生
活
が
は
じ
ま
り
、や

が
て
基
幹
道
路
と
し
て
泉

北
二
号
線
が
整
備
さ
れ
山

村
風
景
は
様
変
わ
り
し
た
。

更
に
昭
和
五
六
年
福
泉
東

小
学
校
が
開
校
し
福
泉
東

校
区
と
し
て
誕
生
し
た
。

桜
並
木
の
散
策
路

生蓮寺 ［D-6］浄明庵 ［D-6］だんじりモニュメント ［D-5］ 笠池・中之池公園 ［D-5・6］

う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の

ま
ち

鳳
校
区
は
、古
来
よ
り
京・大
阪
か
ら
参
詣
道
で

あ
っ
た
熊
野
街
道（
小
栗
街
道
）に
在
す
る
大
鳥
大

社
を
中
心
に
栄
え
た
。大
鳥
大
社
の
本
殿
は
、神
社

建
築
上
、最
も
古
い
出
雲
大
社
の「
大
社
造
」に
次
ぐ

古
い
形
式
で
あ
る「
大
鳥
造
」と
言
わ
れ
、約一万
五

千
坪
の
境
内
に
は
種
々
の
樹
木
が
あ
り
、「
千
種
の

森
」と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、鳳
駅
南
地
域
は
平
成一四
年
に
国
の
都
市

再
生
緊
急
整
備
地
域
の
指
定
を
機
に
駅
前
の
開
発

が
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
お
り
、日
々

月
々
街
並
み
が
変
化
し
て
い
る
。

堺
市
指
定
有

形
文
化
財
の
石

津
太
神
社（
い

わ
つ
た
じ
ん

じ
ゃ
）を
中
心

に
、周
囲
に
四

つ
の
お
寺
が
建

ち
、ま
ち
の
中

央
を
紀
州
街
道

が
通
り
、街
道

沿
い
に
集
落
が

建
ち
並
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

石
津（
い
し
づ
）と
い
う
地
名
の
由
来
は
、石
津
太

神
社
の
祭
神
で一般
的
に
戎
神
と
言
わ
れ
る
蛭
子
命

（
ひ
る
こ
の
み
こ
と
）が
三
歳
の
時
、葦
船
に
乗
せ
ら

れ
流
さ
れ
漂
着
し
た
の
が
こ
の

石
津
の
浜
で
あ
っ

た
。蛭
子
命
が
固

く
手
に
握
っ
て
い
た

五
色
の
石
か
ら
、石
の

着
い
た
津(

津
と
は一般

に
港
な
ど
船
着
場)

で

石
津
と
い
う
地
名
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。ま
た
、も
う
一つ
の
説
に
、

古
代
讃
岐
の
国
か
ら
石
を
運
ん
で

こ
の
地
に
陸
揚
げ
し
た
の
で
、石
の
津
と
呼
ば
れ

た
と
言
う
説
も
あ
る
。

昭
和
三
〇

年
代
半
ば
頃

か
ら
は
、臨
海

工
業
地
の
埋
め
立

て
が
始
ま
り
、堺
第一

の
製
造
業
地
区
へ
と

発
展
し
た
。

紀
州
街
道
沿
い

に
数
多
く
の
史
跡
が
あ

る
こ
と
や
石
津
太
神
社

で
の「
や
っ
さ
い
ほ
っ
さ

い
」と
言
う
火
渡
り
の
神

事
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

古
き
良
き
も
の
が
残
る

ま
ち
で
あ
る
。

三
光
国
師
が
建

て
た「
大
雄
寺
」が

後
に「
浜
の
寺
」と

呼
ば
れ
た
こ
と
に

由
来
す
る
。国
師
の

名
は
、今
で
も「
三

光
松
」や「
三
光
橋
」と
し
て
浜
寺
に
残
っ
て
い
る
。

浜
寺
は
、昭
和
天
皇
が
皇
太
子
時
代
に
ご
休
息

に
立
ち
寄
ら
れ
た
地
で
も
あ
り
、そ
の
記
念
碑
が

浜
寺
小
学
校
の
校
庭
に
も
現
存
し
て
い
る
。記
念

碑
の
書
は
、元
帥
侯
爵
で
あ
っ
た
東
郷
平
八
郎
が
謹

書
し
た
。

時
代
が
昭
和
に
な
る
と
、浜
寺
は
海
水
浴
が
で
き

る
別
荘
地
と
し
て
、多
く
の
人
が
住
み
始
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。浜
寺
の
海
岸
は
、昭
和
三
〇
年
代
半
ば

頃
か
ら
臨
海
工
業
地
帯
の
埋
め
立
て
工
事
に
よ
り

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、白
砂
青
松
の
美
し
い
海
岸

の
姿
は
、「
諏
訪
ノ
森
駅
」の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
、そ

の
光
景
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

「
諏
訪
ノ
森
駅
舎
」は
、

大
正
八
年
に
建
て
ら
れ
、

平
成
一〇
年
に
は
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

浜
寺
諏
訪
森
町
東
に

諏
訪
神
社
が
あ
り
、諏
訪
森（
す
わ
の
も
り
）の
地
名

の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
る
。社
殿
は
諏
訪
神
社
に

あ
っ
た
も
の
を
明
治
四
二
年
に
現
在
の
地
で
あ
る
諏

訪
神
社
遥
拝
所
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

浜
寺
中
学
校
を
含
む
広
大
な
範
囲
に
大
集
落

が
存
在
し
て
い
た
。

縄
文
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
の
集
落

跡
と
み
ら
れ
る
た
て
穴
式
住
居
跡
や
多
種
多
数

の
土
器
を
は
じ
め
、そ

の
当
時
の
生
活
を
う

か
が
え
る
も
の
が
出

土
し
た
歴
史
あ
る
地

域
で
あ
る
。

昭
和
三
〇
年
頃
は
、

小
さ
な
農
村
集
落
で
、

田
畑
に
囲
ま
れ
広
々

と
し
た
風
景
で
あ
っ

た
。三
〇
年
代
後
半
に

な
り
宅
地
開
発
が
始

ま
り
、中
層
共
同
住
宅

等
が
で
き
、人
口
増
加

と
と
も
に
商
店
も
増

え
た
。

昭
和
五
七
年
に
は

浜
寺
東
小
学
校
が
設

立
さ
れ
た
。

平
成
に
入
る
と
、広
大
な
敷
地
を
有
し
た
石
津

紡
績
が
移
転
し
、跡
地
に
は
、住
宅
や
ゴ
ル
フ
練
習

場
が
で
き
ニュ
ー
タ
ウ
ン
が
誕
生
し
た
。

浜
寺
船
尾
会
館
に
は
四
ツ
池
遺
跡
の
出
土
品
を

展
示
し
て
い
る
。

明
治
四
〇
年
辰
野
金
吾

氏
が
所
属
し
た
辰
野・片

岡
建
築
事
務
所
の
設
計

に
よ
り
完
成
し
た
建
造

物
で
、幾
何
学
模
様
の
外

装
や
柱
の
形
状
な
ど
特

徴
あ
る
外
観
で
あ
る
。

平
成
二
九
年
に
曳
家

移
動
し
、平
成
三
〇
年
四

月
に
カ
フ
ェ
や
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
備
え
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

明
治
六
年
に
公
園
に

指
定
さ
れ
、明
治
三
〇
年

南
海
電
鉄
が
浜
寺

に
停
車
場
を
設
置
し
て

以
降
大
い
に
賑
わ
っ
た
。一

時
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収

（
昭
和
二
〇
年
〜
三
三
年
）

さ
れ
、海
水
浴
場
も
昭
和
三
六
年
に
閉
鎖
さ
れ
た

が
、今
も
憩
の
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。公
園
正

面
入
口
の
交
番
は
堺
市
で一番
古
い
交
番
と
言
わ
れ

て
い
る
。

閑
静
な
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
浜
寺
昭
和
町
の
広
く

ま
っ
す
ぐ
な一本
道
に

は
、古
く
は
桜
並
木

が
続
き
、桜
道
と
い
っ

た
。今
は
そ
こ
に
は
桜

並
木
は
な
い
が
、現
在

は
阪
堺
線
の
線
路
沿

い
に
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

（
地
域
会
館
前
）桜
並

木
が
整
理
さ
れ
、地

域
の
み
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。

浜
寺
公
園
駅
舎

浜
寺
公
園

大
鳥
大
社

大
鳥
大
社

大鳥大社の境内摂社として、境内東側に鎮座。
祭神は天照大神。

津
久
野
の
旧
標
記
で
あ
る
踞
尾（
つ
く
の
）の
地

名
の
由
来
は
諸
説
あ
る
が
、反
正
、仁
徳
、履

中
の
三
御
陵
の
南
真
正
面
に
位
置
し
、

朝
に
夕
に
踞（
つ
く
ば
）い
拝
し
て
い
た

と
こ
ろ
か
ら
踞
い
居
る
が
、や
が
て
踞
尾
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

約一四
〇
年
前
は
堺
県
大
鳥
郡
踞
尾
村
が
後
に

大
阪
府
泉
北
郡
踞
尾
村
と
な
り
、大
字
踞
尾（
東・

中・西・宮
山
）と
字
神
野
、字
下
田
に
分
か
れ
て
い

た
。こ
の
こ
と
は
今
な
お
地
車
曳
行（
だ
ん
じ
り
え

い
こ
う
）六
地
区
の
組
と
し
て
残
っ
て
い
る
。昭
和一

七
年
堺
市
に
編
入
合
併
の
際
に
阪
和
線
の
南
東
側

を
踞
尾
本
町
、線
の
北
西
側
を
踞
尾
宮
本
町
と
し

た
。阪
和
電
鉄
が
南
海
に
、そ
の
後
国
鉄
に
買
収
さ

れ
て
昭
和
三
五
年
に
団
地
開
発
に
伴
っ
て
新
駅
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。踞
尾
は
当
時
当
用
漢
字
に
な

い
こ
と
か
ら
津
久
野
駅
と
言
う
名
に
す
る
こ
と
と

し
た
。ま
た
昭
和
三
九
年
三
月
に
駅
前
区
画
整
理
事

業
で
駅
前
は
津
久
野
町一丁
、踞
尾
本
町
は
津
久
野

町
二
丁
、踞
尾
宮
本
町
は
津
久
野
町
三
丁
に
町
名
が

変
更
さ
れ
た
。

創
建
は
古
く
、

八
五
〇
〜
八
五
七

年
に
現
社
地
に
本

殿
を
建
て
、誉
田

別
命（
応
神
天
皇
）

を
祀
っ
た
の
が
起

源
と
言
わ
れ
て
い

る
。源
平
争
乱
時
に
、源
義
経
が
八
嶋（
現
屋
島
）に

渡
る
途
中
暴
風
に
遭
い
、家
来
の
武
蔵
坊
弁
慶
達
を

連
れ
て
踞
尾
に
避
難
し
、同
神
社
に
馬
鞍
を
奉
納
し

武
運
長
久
を
祈
願
し
た
。そ
の
時
に
義
経
が
休
憩
時

に
腰
を
掛
け
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
る「
義
経
腰
か
け

石
」が
境
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。

万
年
橋
の
下
を
旧
石

津
川
が
流
れ
て
い
た
が
、

ど
ん
な
橋
を
か
け
て
も
氾

濫
の
度
に
橋
が
崩
れ
て
い

た
。そ
こ
で
昭
和
七
年
に

地
元
が
協
力
し
全
国
で
も

稀
な
ア
ー
チ
型
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
吊
り
橋
を
作
り
上
げ
た
。そ
の
後
津
久
野

駅
裏
の
開
発
に
よ
り

旧
石
津
川
の
大
改
修

が
進
み
、万
年
橋
は

川
の
無
い
橋
と
な
っ

た
が
、歴
史
の
証
と

し
て
橋
を
残
す
こ
と

と
な
っ
た
。

踞
尾
八
幡
神
社
（
別
名
勝
駒
神
社
）

つ
く
の
は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ

履
中
天
皇
陵
古
墳

履
中
天
皇
陵
古
墳

り
ち
ゅ
う
て
ん
の
う
り
ょ
う
こ
ふ
ん

聖
徳
太
子
が

教
え
た
箕
の
製
法

春
は
ふ
と
ん
太
鼓

秋
は
だ
ん
じ
り

赤い布の向こうに横倒しになった珍しい地蔵尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

み
の

街
道
が
交
差
す
る

宿
場
町
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石津北

富
木

東羽衣

さざなみ広場

港湾合同庁舎
堺海上保安署

臨海の丘
   公園

石津公園

霞ヶ丘公園

神野公園

伊 勢 路 川

深井北町公園

鈴の宮公園

笠池公園

八田霊園

万田墓地

家原大池公園

浜寺公園浜寺公園

臨海石津町

浜寺石津東 2 丁

石津神社前

船尾町東 2 丁

浜寺中学校前

浜寺元町 5 丁

浜寺公園南

羽衣 3 丁目

羽衣南

高石警察署前

高石

羽衣

浜寺南町 3 丁

鳳中町 9 丁

鳳西町

鳳南町

富木

取石 3 丁目

クリーンセンター前

上

鳳西町 1 丁

鳳西町 2 丁

鳳中学校西

霞ヶ丘

南陵町

緑ヶ丘中町北

神石市之町

東上野芝町 2 丁

百舌鳥綾南町

北条町 1 丁

北条町北

下田町

下田町南

鳳北町

鶴田町北

鳳東町

鳳駅下り

鳳小栗街道

神石市之町南

石津神社北

石津町

石津川駅下り

諏訪森中

諏訪森町西 3丁

浜寺大橋東詰

浜寺大橋西詰

石津入口

出島出入口

石津出口

浜寺出口

高石出口

浜寺入口

鳳保健文化センター
西保健センター
西図書館
堺市シルバー人材センター

ウェスティ（西文化会館）
堺市社会福祉協議会西区事務所
西基幹型包括支援センター
西区障害者基幹相談支援センター
西老人福祉センター

石津川
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浜寺公園［B-3］ 四ツ池遺跡［C-3］

大鳥大社［D-4］ 長承寺（雷井戸）［C-5］
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諏訪ノ森駅
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浜寺公園駅

浜寺公園

東宮殿下行啓記念碑
（浜寺小学校内）

石津太神社
発祥の地諏訪神社遥拝所

薬師堂

北畠顕家碑

五色の石

石津太神社

津久野駅

円徳寺

上野芝駅

上野芝駅

大塚山古墳跡

履中天皇陵古墳

向ヶ丘八幡宮

万年橋

津久野駅

踞尾八幡神社
津久野駅

家原城址

和泉式部旧居跡

上野芝駅

文珠塚古墳

守屋池

月見橋

鳳駅

鳳駅

歯痛地蔵

日部神社

浄明庵鳳小学校壁画

大鳥大社

美波比神社

四ツ池遺跡

長承寺（雷井戸） 鳳駅

生蓮寺

行興寺

紀州街道沿いと駅舎を巡るコース 行基ゆかりの地と古墳を巡るコース

小栗街道沿いと寺社を巡るコース

西区散策マップ
SAKAI CITY NISHI-KU

堺市


